
展　 示　 会　 名 試　 作　 品　 内　 容 閃耶期 日 （場　 所 ）

陶 ＆ く らしのデザ イ 食器洗 l争憶対応 食器 、磁 器 パイプ に 平成 17年 7 月 27 日～ 8 月 1 日
ン展 2（）05 （全国陶磁 上る手摺 り、 内装用 装飾 陶版 、酒器 （名古屋 市 一国際 デザイ ンセ ンター）
諾試験研究機間作欄展） セ ッ ト ・ドロ ップ （凝 着旨とガ ラスの 平成 17年 8 月 】7 日～ 9 月 4 日

咽 ＆ く ら しのデザイ ン騒 2。莞墓貸 さ く北海 道 ・江別セ ラ ミックアー トセ　　　　　　ンター）

を受賞 平成 17年 9 月 20 日へ・1（）月 4 日
（僧楽 市 上伸楽伝 統座業 会館 ）
平成 17年 10月 1らR ～ 10月 17 日
（岐阜県 ・セ ラ ミックパ ー クuIN O）

平成 17年 10月 2 1 目～ 10月 23 日
（四 日市 ・ばん この里会嘩 ）
平成 17年 1（〉月 29 日～ 10月 30 日
（常】せ市 ・常1甘市立市民 ア リーナ）
平成 17年 11月 12 日～ 11月 13 日
く瀬戸 市 ・纏戸威 ）

！R 墟 フ ェスタin 水質 l争化材 、エ コタイル 、石玉盆栽 ヰ成 17年 10月 22 日～ 10月 23 日

ハ ウステ ンボ ス （佐 世保 市 ・／、クステ ンポ ス）

なが きき重 り ・恵み 食暑掛 軸対応食諷 高齢 者用食 器 、 平成 17年 11月 19 日～ 11月 20 日
の感 謝集 ユニバ ー サル ポ ッ ト・カ ップ、軽 量

ヲ酎胤 与釘ヒ食諷 有限要素食耶、
酒器 セ γ ト・ドロ γプ（磁器 とガラス

　　　の融合 化）

（長崎 市 ・長崎水 辺の森公 図）

5共同研究・共同技術開発
共同研究規定により、18課題について共同技術開発を実施した。

（1）

開 発 課 題 生 理 活 性 ナ ノ シ ー トの 関 連 プ ロ セ ス 並 び に 応 用 ・加 工 型 晶 の 閑 雅 （共 同 研 究 ）

目 的 ・内 容 抗 由 ・防 カ ピ な ど の 生 理 活 性 機 能 を も つ 有 機 化 合 物 と粘 土 鉱 物 と を 複 合 一 体 化 した 、

生 理 活 性 ナ ノ シ ー トの 製 造 プ ロ セ ス を 確 立 す る と共 に 、 そ の 応 用 ・加 工 技 術 に つ い

て 検 討 した 。

共 同 研 究 者 （株 ） 徴 研 テ ク ノ ス　 河㌻川　 隆 治 、 他 10 名

担　 当　 者 研 究 開 発 科　 阿 軌　 久 雄 、 高 松　 宏 行 、 木 領　 一 正

開 発 課 腐 複 合 型 光 触 媒 粉 末 の 閑 常 に つ い て （共 同 研 究 ）

目的 ・内 容 綾 相 系 で 使 用 す る 環 境 浄 化 粉 末 と して 製 品 化 す る こ と を 目 的 と し 、 シ リ カ 粉 末 の 表

面 に 、 ア ル コ キ ン ド法 に よ り酸 化 チ タ ン を 被 尋 さ せ 、 焼 成 し た 粉 末 の 光 触 媒 活 性 を

確 認 し た 。

共 同 研 究 者 （挟 ）＝ニッチ ツ ハ イ シ リカ 事 真 木 凱　 中 村　 瑞

押　 当　 着 研 究 開 発 科・ 狩㈲　 伸 自



開 発 課 屈 新製品 （デザイン）の開発

目的 ・内容 市愚＝＝－ズの調査か ら 「隠 さをテーマ とした使いやすい食器 j　を闘発 コンセプ トに

アイデアの曜聞、製品イメージ、試作、修 正、パターン、サ ンプル作製等の検討会

を重ね手付 きめん鉢等 5 アイテ ムの開発 を行った。現在、商■冒．化 して販売中である．

共同研究者 （株）巾着　 中尾　 沓之

担　 当　 者 陶磁罪科・ 山下　 行男

開 発 現 題 冷却塔循環水の光触媒による殺 菌 ・殺頗

目的 ・内容 光触媒は工業的に意鶉のある殺熱効果を有するか随落 し、殺張効果を定見化す る妓

術 について検附 したっ

光岡研究者 伸和コン トロールズ （株）　 河逸　 豊太郎

担　 当　 者 研究開発科　 狩野　 伸 自

開 発 課 崖 光触媒利用 による水の浄化

目的 ・内容 ⊥茶循環水 ・地下水 ■他の水琴 を光触媒で浄化す る為に、光触媒焼結体を作製 し、

フィール ド釈放を行った．

共同研究者 （有）大浦商会　 大浦　 博

担　 当　 者 研究開発科　 狩野　 伸 自

開 発 課 題 多孔質陶綴題製品の製造載 術憫発

日的 ・内容 気孔形成材 を添加することに よって多孔質化 した陶跳 素地 を用い、l断熱 ・吸収 な

どの機能をもつ 日用陶磁器戯晶を製作 した凸　製品外よ面の吸水性を封l卜するために、

施紬方法を改善 し、水漏れのない素材を開発 した轟

共同研究者 （株）キン ト一波佐見セ ンター　 山田　 洋二

担　 当　 者 研究開発科　 附加　 久雄



開 発 課 題 新製品 （花館）の閃儲

目的 ・内容 当セ ンターで脚発 した 「倒れに くい花器」の商品化 を凶ることを目的 として、台座

の成形性 を良くするため石膏型の改良及び花繹のパ ターンと色彩について検討 し、

7 点のサンプル を作製 した．

共同研究者 雲仙製磁 （株）　 小島　 啓子

担　 当　 者 陶磁器科　 山下　 行男

開 発 課 越 機能性紬薫の製品化技術 開発

目的 ・内容 油汚れの落ちやすい食器 の開発を目的に、親水・撥油性に優れた軸薬について研究

を行い、試作品の作製 を行った。

共同研究者 （株）永泉　 谷 ∩　 圭再

担　 当　 者 陶磁器科　 秋月　 俊彦

開発鎚鮎 食器洗浄機用軸薬の製品化技術開発

目的 ・内容 食器洗I争機用捌 に含まれている研磨剤による、紬表面の傷の発生を抑制すること

を 目的 に、シリカ系廃癒物を添加することで、肘座耗性 に優れ た紬燕を朋発 し製品

化を行 った‘

共同研究者 （抹） 西山　 太 田　 利通

担 当 者 陶磁罪科　 秋月　 俊彦

冊 発 課 遁 ユニバーサルデザイン食器 の肌発

日的 ・内容 企芙で開発中のスープマグカ ップについて、ユニバーサルデザインを漁 り入れ、ハ

ン ドル及びボディの形状 についてデザインの改良を行い、使いやすいマ グカ ップの

開発及び商品化 を行った。重た当センターで取 り組んだユ＝パーサルデザインのポ

ットやボ ウルなどもシ リーズとしてデザイ ンを行い、商品化の r 定であ る．

共同研究者 （有）アイユー　 小柳　 吉＃

掬二　当　‥者 併究開発科　 桐 山　 有可



開 発 課 題 諏I熱食器製品の開発

目的 ・内容 佗磁誘導加熱機対応の耐熱性食器 を開発 した。長石を主原料 とし、 これ に高珪酸原

料、可塑性原料を加えて、使用に際 し充分な熱衝撃強 きをもつ低熱膨張性の素地及

び これに適合する色紬 を開発 した．またこの素材 を用いた耐熱食器製品を開発 し商

品化 の予定である。

共同研究者 商品化準備のため未公表 とする。

担 当 者 研究開発科　 阿部　 久雄

開 発 設 題 トリジマイ トの合成 と製品関澤

日的 ・内容 強化磁器や耐火物な どへ利用を目的 とし、各槌シリ九原料 （非晶乳 癌品質）の ト

リジマイ ト化について検討 した。 アルカ リ成分を添加することで トリジマイ ト単相

を生成することが分か った．

共同研究者 （操）五島鉱 山　 泉　 光郎

担　 当 者 研究開発科　 武内　 浩一、山口　 典男

開 発 熱 題 戯評パイプ手摺 りの熟度向上

目的 ・内容 磁器パイプの強度向上 を目的 として、内原や成形方法、素材等の異なるパイプの強

度試取により、熟度向上の翌刑：を見出す ことができた，

光岡研究者 （丞‾）白兵製陶所　 浅井　 利朗

担　 当　者 陶磁竜昏科　 久田松　 学、小林　 孝幸

開 発 製 舷 インクジェッ ト縁付製品の開発

目的 ・内容 画像 のデジタルデータを、市販のインクジェッ トプリンター を用いて転三軍紙に加 工

し、上絵付焼成により身の回 り製 品を製作 し、モ ニターによる評価を実施 した．

共同研究者 （有）蒸泉製陶所　 金氏　 一郎

担　 当　者 研究開発科　 附加　 久雄、木調　 一正



開 発 課 周 新商品共同開発

目的 ・内容 既に所品化 されているカ レー皿の巌闘と して、カレー皿と同一イメージを持つスー

プ ・マ グとスプーンを試作開発 し、産地内見本 市で発表 した。

共l百」研究者 波佐見陶磁器工業協l司組合青年部　 太田　 聖、木下　 光春、吉田　 組

担 当　者 陶磁器科　 久田松　 学

開 発 製 舶 光触媒紬薬の開発

目的 ・内容 高温焼成 しても、白色度の高い光触媒釧薬を開発 した。

シリカ粉末 の表面にアル コキシ ド法によって酸化チタンを披凛 させ、石灰軸燕 と泡

合 し、酸化雰囲気 で焼成 した。焼成 した試料は分光測色計で測定 した。

共同研究者 （操）＝ツチッ　 ハイシ　 カ事業．村恥　 中村　 瑞

担 当 者 研究開発科　 狩野　 仲自

開 発 課 題 トリジマイ ト肇化磁儲 の開発

目的 ・内容 トリジマイ ト強化磁器の特性 （強度、焼成腰等）安定化 と商業的生産のための教士

技術の開発をE 的 として、 トリジマイ ト添加傲 と陶土特僅の関係や焼成後の特作評

価及び製J告コス トの検討 を行い、 目標強度に近い特性 を持つ試作品 （碗 、皿）が得

られた。 しか し、安定製造の可能性が判断できる段掛 こなく、コス トダウンを検討

する段附 こ至 らなかった。

共同研究者 長崎県セラ ミックス研究会　 会長 一級　 絶大

担　 当 者 研究開発科　 武内　 清一

開 発 製 剋 肘戻の電化に対応 した耐熱性陶磁器材料の開発

目的 ・内容 長石を主原料 とし、これ に高珪酸原料、可塑性原料 を加 えて、低熱膨張性の素地を

開発 した。また素地に適合す る紬應を開発 した。

共同研究者 商品化準備のため未公表 とする．

細二　当　‥者 研究開発科　 阿凱　 久雄



6共同研究・共同技術開発・はりつき緒彊事業による設備機器の利用実績と試験内容
※本項目に該当する共同研究・共同技術閥宅は、rIT．5共同研究・共同技術閥菜」に音已臆。
（1）設備機然類

機　　　 器　　　 名 件 数 機　　　 器　　　 名 件 数

自 記 分 光 光 度 計 16 6 分 光 劉 色 計 4

乾 奴 縫 （ハ イ チ ン プ オ ー ブ ン ） 12 6 タ イ ル 用 プ レ ス 機 4

ブ リ ッ ト溶 解 炉 12 6 ゼ ー タ 電 位 漫l」定 装 陀 4

粉 末 Ⅹ 線 回 折 装 置 10 7 蛍 光 Ⅹ 線 分 析 装 偲 3

小 型 熱 処 理 炉 4 4 元 素 分 析 計 2

全 自 動 ガ ス 吸 着 測 定 装 置 4 2 電 気 炉 （1 0 k w未 満 ） 2

ポ ッ ト ミ ル 4 0 フ ィ ／レタ ー プ レ ス 2

押 H し 成 形 機 3 2 ダ イ ヤ モ ン ドカ ッ タ ー 1

班 梢 用 マ イ ク ロ ス コ ー プ 8 自 動 焼 成 ガ ス 炉 （0．1 m り 1

Ⅹ 線 式 牡 鹿 分 布 測 定 装 置 5 球 形 整 粒 機 1

自 動 笹 屋 計 4 単 軸 造 粒 機 1

針 7 2 5

項　　　　　　 目 平 成 1 7 年 庇 平 成 18 年 庶

熱 膵 肇 9 1 9 8

曲 げ 洩 さ 1 0

定 立 分 析 5 4 1 7

紐 皮 試 験 5 0

Ⅹ 線 何 折 0 1 5

衝 撃 諭 さ 2 0 6

焼 成 試 験 3 0

定 性 分 析 2 16

ピ ッ カ ー ス 硬 度 2 0

摩 耗 試 験 4 0

合　　　　 計 1 8 2 1 4 4



7　技術開発支援
企業が国、県、財団等の補助金を受けて行う技術開発に対して、窯業技術センターは開発支援機関

として参画し、技術的支援や助ヨを行っている。

本年度は1課裏引こついて技術支援を実施した。

支 援 脱 脂 厨 房 の 亀 化 に 対 応 した 機 能 性 陶 磁 器 製 品 の 開 発 とそ の 商品 化

経 営 革 新 計 画 （新 簡 品 ・新 技術 ・薪 役 務 併発 亨 菓 ）

目的 ・内 容 （目　　 的）

厨 ㍍ で は ガ ス に代 わ り川 調 理器 の 普 及 が め ぎま しく、 IH詣 理 に 対 応 した 耐 熱 調 理

製 品 の 開 発 を進 め る。 耐 熱 衝 撃 i且度 善 が 大 きな 素 材 を 開発 し、 そ の知 的 財 産 化 と

商 品 化 を 推 進 す る。

（内　 容）

中吉胃の 支 験 ・調 整 会 親 へ の 参加 10回 （場 所 ：波 佐 見 町 内）

平 成 17年 9 月 1 日　　 平成 17年 9 月 15 日　　 平成 17年 】0月 8 日

平 成 17年 10 月 13 日　　 平成 17年 10月 2 0 日　　 平成 17年 10 月2 7 日

平成 17年 11月 10 日　　 平成 17年 1 1月 2 4 日　　 平成 18年 1 月 19 日

平 成 18年 3 月 2 日

担　 当　 者 研 究 開 発 科　 阿 部　 久 雄

8　共同研究室（オープンラボ）使用状況
長崎県熟芸妓術センター共同研究室（オープンラボ）使用野領箔3粂による使用状況。
、

使 用　 日　 的 共 同 研 究 に 関 わ る 執 務 遂 行 及 び サ ン プ ル 、 器 具 珂 の 保 管 。

使 用 期 間 平 成 1 7年 9 月 1 日 ～ 1 1月 3 0 日

平 成 18 年 1 月 10 日 ～ 3 月 3 1 日

使 用　 企 ： 業 （有 ） 姦 泉 製 陶 所

使 用　 日　 的 共 同 技 術 開 発 に 関 わ る 試 験 計 画 の 立 案 、 試 験 デ ー タ 等 の ま と め 及 び サ ン プ ル の

保 管 。

使 用 期 間 平 成 1 7 年 9 月 2 引 日 ～ 1 2 月 2 5 日

平 成 18 年 1 月 10 1］～ 3 月 ユ1 ロ

使 用 企 業 （株 ） ニ ッ チ ツ ハ イ シ リ カ 事 業 本 部




